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になって

平成 24 年 1 月 8 日、会津若松市ワシントンホテルで開催されました。
友人と久々の再開で、思い出に花をさかせました。

大熊町役場　会津若松出張所
〒965－ 0873

福島県会津若松市追手町2－ 41

TEL　0242－ 26－ 3844（代表）

議会だより



電子ポケット線量計を購入電子ポケット線量計を購入
３歳未満の乳幼児と妊婦へ貸与３歳未満の乳幼児と妊婦へ貸与

平成２３年度補正

災害復興対策特別委員会設置 特定住所移転者に関する条例

電子ポケット線量計購入

復旧事業・災害状況調査委託

議員定数及び
報酬等調査特別委員会

　インフラ整備、生活支援、除
染等の災害復興の調査を行うた
め設置しました。

　これは原子力発電所の事故による災害に対処するための条例で
す。大熊町より住所を移転しても県や町の情報が届くようにする
ものです。

　3歳未満の乳幼児と妊婦を対象に、放射線からの不安を解消す
るために貸与されます。
　積算式の電子線量計657個購入で1545万円です。
　3歳以上中学生まではガラスバッジ式のものを配布済です。

　復旧へ向けてインフラの被害
状況について調査を開始しまし
た。       8685 万円

　議員の定数及び報酬等のあり
方を調査するため設置しました。

　平成 23年 12月定例会は、3日間の会期で開催され、
平成23年度一般会計補正予算91億 2774万円とする

議案や、条例改正など17議案が審議され、全議案可決されました。

質問

回答

空間線量が測定できるものにすべきでは。

外部被ばくが積算できる線量計を選定した。

固定資産評価委員の選任

大熊町監査委員の選任

議員報酬１０％削減

屋根養生補修工事の設計変更

中野　孝重 氏

仲　野　　剛 氏

生年月日　昭和18年 4月 15日

生年月日　昭和44年 9月 28日

　平成 23年 7月より実施されていた議員報
酬 10％削減が任期満了により終了しました
が、一般選挙後の議会でも引き続き実施する
ことになりました。
　今後の報酬のあり方については、今定例会
で設置された特別委員会で調査いたします。

　11 月 30 日に終了予定の工事を 3 月 31
日に延長しました。
　屋根のシート養生を 921 戸から 1071 戸
へ、窓養生を 321戸から 375戸へ変更する
もので9970万円を追加しました。

住　　所　大熊町大字熊字熊町15番地

住　　所　大熊町大字熊字旭台67番地

※全会一致で可決

※全会一致で可決

臨　時　議　会臨　時　議　会
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一
般
質
問

復
興
を
担
う
事
業
組
織
の
設
置
を

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
復
興
計
画
に
反
映
し
て
は

国
へ
復
興
の
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
提
示

さ
せ
る
べ
き
で
は

科
学
的
根
拠
に
つ

い
て
冷
静
に
判
断

し
調
整
し
て
い
く

除
染
班
、
復
興
計
画
班
を
編
成
す
る

選
択
が
可
能
な
意
向
調
査
を
実
施
す
る

復
興
の
た
め
に

問

問

問答

答

答

鈴
木

災
害
対
策
本
部
の
中
に

生
活
支
援
班
、
復
興
対
策
班
を

設
け
て
町
民
が
分
か
り
や
す

く
、
利
用
し
や
す
い
行
政
を
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　

生
活
支
援
、
復
興
対
策

は
対
策
本
部
の
中
で
実
施
し
て

い
る
。
今
後
は
除
染
班
、
復
興

計
画
班
を
編
成
し
本
格
除
染
、

復
興
計
画
を
策
定
し
対
応
す

る
。雇

用
創
出

鈴
木

大
熊
町
復
興
を
担
う
事

業
組
織
を
設
立
し
、
町
民
の
雇

阿
部　

２
月
下
旬
に
も
試
験
的

な
除
染
の
結
果
が
国
か
ら
示
さ

れ
る
。

そ
の
結
果
を
町
民
に
わ
か
り

や
す
く
公
開
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当

面
の
復
興
計
画
に
反
映
さ
せ
て

は
ど
う
か
。

町
長

町
民
の
皆
様
に
そ
れ
ぞ

れ
の
事
情
に
応
じ
た
選
択
が
可

能
と
な
る
意
向
調
査
を
実
施

し
、
施
策
決
定
し
て
い
く
。

意
向
調
査
の
時
期
に
つ
い
て

は
、
平
成
２４
年
３
月
を
目
標
と

し
て
い
る
。

仲
野

国
道
や
常
磐
線
は
い
つ

ま
で
に
復
旧
す
る
の
か
、
高
速

道
路
は
い
つ
整
備
す
る
の
か
、

除
染
は
い
つ
ま
で
に
、
ど
の
値

ま
で
下
げ
る
の
か
な
ど
、
明
確

な
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
提
示
さ
せ

る
べ
き
で
は
。

町
長　

今
後
国
か
ら
い
ろ
い
ろ

な
提
案
が
あ
る
と
思
う
が
、
町

と
し
て
は
放
射
線
量
、
健
康
へ

の
影
響
な
ど
科
学
的
な
根
拠
に

つ
い
て
冷
静
に
判
断
し
な
が
ら

町
民
の
立
場
に
立
っ
た
計
画
と

な
る
よ
う
調
整
し
て
い
く
。

用
町
内
業
者
の
復
興
事
業
へ
の

積
極
的
な
参
加
を
促
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

町
長

関
係
機
関
と
協
議
し
体

質
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

避
難
者
支
援

鈴
木

県
外
避
難
者
等
の
た
め

に
専
任
支
援
員
等
を
配
置
し
、

電
話
、
定
期
的
な
巡
回
相
談
等

の
企
画
を
し
て
は
ど
う
か
。

町
長

福
祉
協
議
会
、
様
々
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
協
議

し
、き
め
細
か
な
対
応
を
す
る
。

放
射
線

阿
部

国
が
安
全
と
定
め
る
放

射
能
の
正
し
い
知
識
を
知
り
学

ぶ
場
や
情
報
が
必
要
だ
と
思
う

が
。

町
長

専
門
家
の
講
演
会
を
開

催
し
、
そ
の
内
容
を
広
報
な
ど

と
一
緒
に
配
布
す
る
こ
と
も
一

案
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
都
度
、
専
門
家
の
助
言

を
い
た
だ
き
な
が
ら
情
報
提
供

し
て
い
く
。

鈴木 浩一
議員

阿部 光國
議員

仲野 剛
議員
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自
治
体
の
あ
り
か
た

仲
野

自
治
体
が
存
続
す
る
と

は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
と
は
何
な
の
か
、

そ
の
辺
を
し
っ
か
り
と
議
論
し

て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
る
が
。

町
長

町
内
の
線
量
の
低
い

地
域
を
復
興
の
拠
点
と
し
た

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
建
設
。

高
線
量
で
期
間
が
長
引
く
地

域
が
出
た
場
合
は
、
仕
事
や
子

供
の
教
育
で
町
を
離
れ
る
方
々

の
支
援
策
に
つ
い
て
も
考
え
て

い
く
。

借
り
上
げ
住
宅
に
も
支
援
物
資
を

町
民
農
園
を
作
る
計
画
を
し
て
は

支
援
は
今
後
検
討
す
る

希
望
者
が
あ
れ
ば
前
向
き
に
検
討
す
る

問

問

答

答

廣
嶋

物
資
の
支
援
は
仮
設
住

宅
町
民
に
限
ら
れ
て
い
る
、
借

り
上
げ
住
宅
町
民
は
な
ぜ
も
ら

え
な
い
の
か
と
不
満
が
あ
る
。

町
と
し
て
何
か
対
策
が
必
要

で
は
な
い
か
。

町
長

仮
設
住
宅
へ
は
冬
期
対

策
と
し
て
石
油
ス
ト
ー
ブ
支
援

を
県
事
業
で
進
め
て
い
る
。
借

り
上
げ
住
宅
へ
も
対
象
と
な
る

よ
う
要
望
し
て
い
る
。

町
独
自
の
対
策
と
し
て
一
人

３
万
円
の
支
援
を
１２
月
１３
日
よ

り
支
給
す
る
。

借
り
上
げ
住
宅
へ
の
支
援
は
今

後
も
検
討
す
る
。

武
内

避
難
生
活
を
よ
り
よ
く

過
ご
す
た
め
に
遊
休
農
地
を
借

り
て
町
民
農
園
を
作
り
、
心
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
図
れ
な
い

か
。

町
長

希
望
者
が
あ
れ
ば
、
前

向
き
に
考
え
る
。

集
会
所
活
用

武
内

仮
設
住
宅
の
集
会
所
は

活
用
さ
れ
て
い
る
か
。

町
長

冬
の
閉
じ
こ
も
り
防
止

を
目
的
に
親
子
の
遊
び
の
日
や
、

介
護
予
防
教
室
を
実
施
し
て
い

る
。防

火
対
策

武
内

仮
設
住
宅
に
お
け
る
冬

季
の
防
火
対
策
は
万
全
か
。

町
長

消
火
器
を
個
別
に
配
布

健
康
管
理

廣
嶋

今
回
の
原
発
事
故
で
は

長
期
避
難
が
懸
念
さ
れ
る
が
町

民
の
中
に
は
心
の
病
・
潜
在
的

病
気
の
併
発
が
増
え
て
い
る
。

若
松
で
は
２
名
の
保
健
師
が

健
康
管
理
に
対
応
し
て
い
る
。

い
わ
き
市
へ
は
他
県
よ
り
派

遣
さ
れ
た
保
健
師
が
対
応
し
て

い
る
が
町
採
用
の
保
健
師
を
い

わ
き
市
に
配
置
し
て
は
ど
う

か
。

町
長

い
わ
き
市
へ
は
横
浜
・

新
潟
チ
ー
ム
が
活
動
し
て
い

る
。

早
急
に
健
康
福
祉
対
策
と
し
て

保
健
師
を
確
保
し
、
い
わ
き

市
へ
配
置
す
る
。

し
て
い
る
。
町
民
の
皆
様
の
防

火
意
識
で
安
全
が
保
た
れ
る
の

で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

交
通
安
全

武
内

仮
設
住
宅
に
、
町
独
自

の
交
通
標
識
を
設
置
で
き
な
い
か
。

町
長

状
況
を
判
断
し
、看
板
か

標
識
か
設
置
の
方
法
を
検
討
し

た
い
。

平
等
化

武
内

仮
設
住
宅
、
借
上
げ
住

宅
の
平
等
化
は
図
れ
な
い
か
。

町
長

で
き
る
だ
け
き
め
の
細

か
い
対
応
を
考
え
て
い
る
。

災
害
救
助
法
の
法
律
の
枠
組

み
も
あ
る
が
、
避
難
さ
れ
て
い

る
町
民
の
皆
さ
ん
の
立
場
に

立
っ
て
対
応
し
た
い
。

廣嶋 公治
議員

武内 弘
議員
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一
日
も
早
い
内
部
被
ば
く
調
査
を

復
興
の
時
期
を
早
く
示
す
べ
き

町
民
の
願
い

は
ひ
と
つ

総
理
大
臣
に

要
請

早
急
に
全
町
民
の
調
査
を
進
め
る

今
年
度
中
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る

問

問

答

答

伊
藤

町
民
が
安
心
し
て
生
活

で
き
る
様
、
一
日
も
早
い
内
部

被
ば
く
調
査
を
。

町
長

１２
月
９
日
現
在
の
進
捗

状
況
は
１
６
３
５
人
が
終
了
。

早
急
に
全
町
民
の
調
査
を
進
め
る
。

サ
テ
ラ
イ
ト
校

伊
藤

親
元
か
ら
通
学
困
難
な

高
校
生
を
持
つ
保
護
者
に
と
っ

て
、
経
済
的
負
担
増
は
明
白
で

あ
る
、
支
援
策
は
。

町
長

県
も
親
元
を
離
れ
て
生

活
す
る
生
徒
に
は
、
宿
泊
費
の

県
負
担
や
舎
監
の
配
置
を
検
討

し
て
い
る
。

支
援
物
資

伊
藤　

物
資
の
支
援
は
仮
設
住

宅
中
心
で
借
上
げ
住
宅
に
は
届

堀
川

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
ち
町

が
除
染
計
画
を
作
成
。

速
や
か
に
町
民
の
意
向
調
査

を
行
い
、
帰
る
組
と
帰
れ
な
い

組
に
分
け
両
方
の
復
興
方
針
・

計
画
を
策
定
し
、
同
時
並
行
で

進
め
、
町
民
に
勇
気
と
未
来

へ
の
夢
と
希
望
の
灯
を
と
も
す

こ
と
が
喫
緊
の
要
務
で
は
な
い

か
。

町
長

除
染
計
画
は
帰
還
に
伴

う
除
染
基
準
の
明
確
化
な
ど
に

つ
と
め
、
今
年
度
中
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
。

復
興
計
画
は
大
熊
町
を
去
る

と
い
う
選
択
の
方
も
同
時
並
行

で
実
施
す
る
内
容
で
策
定
す

る
。

か
な
い
。不
公
平
で
は
な
い
か
。

町
長

出
来
る
だ
け
平
等
に
き

め
細
か
な
対
応
を
し
て
い
く
。

心
の
ケ
ア

伊
藤　

専
門
家
を
招
い
て
早
急

に
「
心
の
ケ
ア
」
を
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

町
長　

現
在
、
京
都
大
学
チ
ー

ム
の
精
神
科
医
や
臨
床
心
理
士

の
方
に
応
援
し
て
頂
き
実
施
し

て
い
る
。

希
望
の
灯

伊
藤

復
興
に
向
っ
て
「
希
望

の
灯
」
と
す
る
為
に
も
植
樹
を

提
案
す
る
。

町
長

１
年
を
迎
え
る
３
月
１１

日
の
植
樹
な
ど
含
め
て
検
討
し

て
い
く
。

弁
護
団
結
成

堀
川　

動
産
な
ど
財
物
は
す
べ

て
東
京
電
力
が
、
土
地
・
家
屋

な
ど
不
動
産
は
す
べ
て
国
が
損

害
賠
償
扱
い
で
そ
れ
ぞ
れ
買
い

取
る
こ
と
。

資
産
評
価
額
は
再
調
達
が
可

能
な
額
と
す
る
こ
と
。

個
人
の
力
量
で
は
対
応
が
困

難
な
の
で
専
門
弁
護
団
を
結
成

す
べ
き
で
は
。

町
長　

町
に
は
顧
問
弁
護
士
が

い
る
。
ま
た
平
成
２４
年
１
月
か

ら
行
政
書
士
会
の
協
力
の
も
と

相
談
窓
口
を
開
く
。

町
民
の
皆
様
に
し
っ
か
り
対

応
で
き
る
体
制
を
確
立
す
る
。

１
月
１８
日
、官
邸
に
お
い
て
、

「
一
日
も
早
く
帰
宅
で
き
る
よ

う
早
期
に
あ
ら
ゆ
る
除
染
技
術

を
駆
使
し
効
果
を
示
す
こ
と
。

併
せ
て
除
染
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

明
示
す
る
こ
と
。」
を
は
じ
め
、

４
項
目
に
つ
い
て
総
理
大
臣
他

各
関
係
す
る
大
臣
に
要
請
し
て

き
ま
し
た
。

伊藤 昌夫
議員

堀川 亘夫
議員
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大
熊
町
の
復
興
と
、
町
の
宝
で
あ
る
子

供
た
ち
の
未
来
を
守
る
の
が
総
務
文
教
常

任
委
員
会
の
役
割
で
す
。
し
っ
か
り
と
未

来
へ
つ
な
ぎ
ま
す
。

議
会
活
動
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
各
地

域
で
活
躍
し
て
い
る
町
民
の
方
々
の
活
動
、

思
い
を
分
か
り
や
す
く
お
届
け
し
ま
す
。

町
民
の
付
託
に
応
え
、
大
熊
町
の
復
興
、

帰
還
に
尽
力
す
る
べ
く
、
課
題
に
真
摯
に

向
き
合
い
、
意
見
具
申
を
し
て
い
き
ま
す
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

広
報
公
聴
常
任
委
員
会

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

仲野　剛　　阿部光國　　松永秀篤
伊藤昌夫　　堀川亘夫　　武内　弘

（委員長　堀川亘夫）（副委員長　伊藤昌夫）

仲野　剛　　伊藤昌夫　　廣嶋公治　　吉岡健太郎
阿部光國　　加藤良一　　石田洋一

（委員長　加藤良一）（副委員長　阿部光國）

石田忠文　　渡邉信行　　加藤良一　　吉岡健太郎
廣嶋公治　　鈴木光一　　石田洋一

（委員長　鈴木光一）（副委員長　廣嶋公治）

委
員
会
紹
介

おおくま議会だより第16号　2012年2月1日発行　6



議
会
活
動
が
円
滑
、
か
つ
効
率
的
に
運

営
す
る
の
が
役
割
で
す
。
ま
た
議
長
の
諮

問
機
関
で
も
あ
り
ま
す
。

一
日
も
早
く
震
災
前
の
生
活
と
活
力
を

回
復
さ
せ
、
大
熊
町
を
も
と
に
戻
す
た
め

だ
け
で
は
な
く
、
創
造
的
な
町
づ
く
り
を

提
言
し
て
い
き
ま
す
。

議
会
が
機
能
す
る
た
め
、
政
治
の
力
が

活
か
さ
れ
る
た
め
に
議
会
は
ど
う
あ
る
べ

き
か
、
現
代
に
沿
っ
た
答
え
を
追
及
し
て

い
き
ま
す
。

議
会
運
営
委
員
会

災
害
復
興
対
策
特
別
委
員
会

議
員
定
数
及
び

報
酬
等
調
査
特
別
委
員
会

松永秀篤　　　　　仲野　剛
渡邉信行　　吉岡健太郎　　鈴木光一

（委員長　吉岡健太郎）（副委員長　鈴木光一）

石田忠文　　阿部光國　　鈴木光一　　吉岡健太郎
堀川亘夫　　松永秀篤　　渡邉信行

（委員長　松永秀篤）（副委員長　堀川亘夫）

武内　弘　　伊藤昌夫　　廣嶋公治
加藤良一　　仲野　剛　　石田洋一

（委員長　仲野　剛）（副委員長　加藤良一）
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編
集
後
記

広
報
公
聴
常
任
委
員
会

故
郷
を
離
れ
１０
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

大
変
な
日
々
を
送
っ
て
い
る
町
民
の
皆
様

に
志
賀
秀
朗
前
町
長
よ
り
激
励
の
詩
を
投

稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

委

員

長

加
藤

良
一

副
委
員
長

阿
部

光
國

委

員

廣
嶋

公
治

委

員

伊
藤

昌
夫

委

員

仲
野

剛

委

員

吉
岡
健
太
郎

委

員

石
田

洋
一

発
行
責
任
者

千
葉

幸
生

題
名
・
異
郷
の
郷

今
日
も
暮
れ
ゆ
く

異
郷
の
郷
に

皆
さ
ん
辛
か
ろ
切
な
か
ろ
う

我
慢
だ
待
っ
て
い
ろ

み
ん
な
で
頑
張
れ
ば
帰
る
日
が
来
る

春
が
来
る

必
ず
み
ん
な
で
帰
り
ま
し
ょ
う
。

議　会　活　動　一　覧
平成２３年１２月１日～平成２４年１月１８日まで

１２月 １日 国会への要請活動 ( 東京都）
 ３日 双葉地方総決起大会（いわき市） 
 ５日 議会運営委員会
 ５日 全員協議会
 ６日 双葉地方町村会議長・局長合同会議（福島市）
 ７日 双葉地方町村会議長・局長合同会議（福島市）
 ９日 議会運営委員会
 １２日 広報公聴常任委員会
 １４日 １２月定例会
 １５日 １２月定例会
 １６日 １２月定例会
 １９日 災害復興対策特別委員会
 ２０日 産業厚生常任委員会
 ２１日 総務文教常任委員会
 ２２日 災害復興対策特別委員会
 ２２日 全員協議会
 ２８日 双葉地方電源地域政策協議会（福島市）

１月 ５日 双葉地方電源地域政策協議会（福島市）
 ６日 広報公聴常任委員会
 ８日 成人式
 １２日 大熊町議会議員の定数及び報酬に関する調査特別委員会
 １３日 広報公聴常任委員会
 １６日 原発サミット実行委員会（東京都） 
 １７日 福島県選出国会議員への要請活動（東京都） 
 １８日 国会、各省庁への要請活動（東京都） 


